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*シユーマ Siyouma（08 Medicean）愛国産，仏２勝，コリダ賞-G2３
着，ジャン ロマネ賞-G1４着，英１勝，サン チャリオットＳ-G1（芝８Ｆ），
ファルマスＳ-G1３着，北米１勝，Ｅ.Ｐ.テイラーＳ-G1（芝10Ｆ）。産駒
ヘリファルテ（14 牡 鹿 ディープインパクト）４勝，本栖湖特別（芝2400ｍ）
ブレステイキング（15 牡 鹿 ディープインパクト）４勝，レインボーＳ

（芝 2000ｍ），精進湖特別（芝 2000ｍ），プリンシパルＳ-L２着，
チャレンジＣ-G3３着，セントライト記念-G2４着，京都金杯-G3５
着，○現

メッシーナ（16 牝 鹿 ディープインパクト）２勝
ペルラネーラ（17 牝 青鹿 ディープインパクト）１勝
バッジオレディネロ（20 牡 黒鹿 ドゥラメンテ）未出走

シシラ Sichilla（02 *デインヒル）仏２勝，Prix Amandine-L。産駒
シユーニ Siyouni（牡 Pivotal）仏４勝，ジャン リュック ラガルデール賞

-G1，Prix La Fleche-L，ジャン プラ賞-G1２着，ロベール パパン賞
-G2２着，ラ ロシェト賞-G3２着，フォンテンブロー賞-G3２着，ムー
ラン ド ロンシャン賞-G1３着。仏総合・２歳チャンピオンサイアー

サヤナ Sayana（牝 Galileo）仏３勝，Prix Maurice Zilber-L，ベルトラン 
ド タラゴン賞-G3２着，英入着，プリンセス エリザベスＳ-G3２着

シエニカ Siyenica（牝 Azamour）仏２勝，Prix de Bagatelle-L，ダニエ
ル ウィルデンシュタイン賞-G2３着，リウレイ賞-G3３着。産駒
シヤラフィナ Siyarafina（牝 Pivotal）仏３勝，サンタラリ賞-G1

スリップストリーム クイーン Slipstream Queen（90 Conquistador 
Cielo）北米３勝，Dahlia S２着，Chou Croute S-L３着。産駒
スリックリー Slickly：仏７勝，パリ大賞典-G1，ムーラン ド ロンシャン賞

-G1，伊２勝，ヴィトリオ ディ カプア賞-G1（２回），英１勝。種牡馬
ノー スリップ No Slip：仏１勝，Prix de Pontarme-L３着，北米３勝，オ

ーク トゥリー ダービー -G2，ゴールデン ゲイトＢＣＨ-G3。種牡馬

メディチアン Medicean は英国産，英６勝，エクリプスＳ-G1，ロッキ
ンジＳ-G1。【ＢＭＳ：主な産駒】アドマイヤマーズ（香港マイル -G1），シャキ
ール（パリ大賞典-G1），アカカバ（カルヴァドス賞-G2），ボスカッチオ（ウニ
オーン レンネン-G2），ロンギナ（独オークス トライアルＳ-G2），ガーラス（ア
バーナントＳ-G3），リーガル リアリティ（サラブレッドＳ-G3）
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父と母の好相性を物語るように馬格に恵まれ、脚長で体高があり、
要所は引き締まった筋肉に覆われています。また薄い皮膚の輝きとバ
ランスの整った立ち姿が存在感を際立たせています。兄姉の成長過
程を踏まえると今後の変わり身も必至で、夏を境に前後躯のボリュー
ムが増して、一段とスケールアップを遂げた姿が楽しみでなりません。
放牧地で見せる我先にと周囲の僚馬を押し退けていく力強い後ろ姿
が、早くも長い直線を弾けるように駆け抜ける将来像と重なります。
手先の軽さと関節の柔軟性を活かしたストライドの大きなフットワーク
を見ていると、父同様に芝の中距離がメインステージとなりそうです。
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